
金沢美術工芸大学

芸術学専攻 　小論文Ａ 　

　　から日本へ』（日本放送出版協会、２００４年）の抜粋です。この文章を読んで、

　　また、現代文化におけるオリエンタリズムについて、具体的な例を挙げながら、

　　４００字程度であなたの考えを書きなさい。

　小論文Ｂ

　　制作年代　：　1958年

　　技法　：　油彩　 カンヴァス

　　大きさ　：　縦130.0cm、横97.3cm

　　所蔵　：　宮城県美術館 ※文章は実際の試験問題を参照　　
       　

 視覚 　実技試験

  デザイン 　

 　  　専攻

　　を構成しなさい。

 製品　 　実技試験

  デザイン　 　

 　  　専攻

 環境 　実技試験

  デザイン 　

 　 　 専攻

　　完成した立体構成を想定したテーマが最も表現されている位置より鉛筆デッサン

　　しなさい。

工芸科 　実技試験

　

　　せ、粘土を用いて立体表現しなさい。

　※　第１次選考は書類審査です。

　　与えられた「チンゲンサイ」をモチーフとし、自由に想定した直方体を組み合わ

　　８００字程度で論じなさい。

　　任意のオノマトペを画面に自由に配置し、音からイメージを広げて魅力的な画面

　　カップ麺にお湯を注ぐ電気ケトルをデザインしてください。

　　配布された素材を用いて、重そうに見える立体一個と軽そうに見える立体二個を

　　作り、「愉快なシーン」をテーマに立体構成として台紙（段ボール紙Ａ３サイズ）

　　作者　：　曺　良奎　Jo Yang-Kyu

　　作品名　：　マンホールB

　　上に仕上げなさい。

　　配布された作品の図版を見て、以下の文章や作品の時代背景にも留意しながら、

令和４年度 学校推薦型選抜 試験問題

　　次の文章は、鶴岡真弓『「装飾」の美術文明史―ヨーロッパ・ケルト、イスラーム

　　「オリエンタリズム」という言葉の意味を２００字程度で自分なりに要約しなさい。

学科・専攻 第 ２ 次 選 考 試 験 問 題
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薦
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試
験
問
題 

小
論
文
Ａ 

    

次
の
文
章
は
、
鶴
岡
真
弓
『
「
装
飾
」
の
美
術
文
明
史
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ケ
ル
ト
、
イ
ス

ラ
ー
ム
か
ら
日
本
へ
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
四
年
）
の
抜
粋
で
す
。
こ
の
文
章

を
読
ん
で
、「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
二
〇
〇
字
程
度
で
自
分
な
り

に
要
約
し
な
さ
い
。
ま
た
、
現
代
文
化
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
四
〇
〇
字
程
度
で
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
問

題
に
合
わ
せ
て
、
本
文
の
画
像
番
号
を
変
更
し
て
い
ま
す
。 

    

私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
小
説
や
音
楽
や
絵
画
や
工
芸
や
建
築
に
ま
で
表
現
さ
れ
、
そ
れ

が
現
実
の
も
の
と
し
て
歴
史
化
さ
れ
た
「
オ
リ
エ
ン
ト
」「
東
洋
」
と
は
、
あ
く
ま
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
つ
く
り
上
げ
た
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
だ
、
と
い
う
見
直
し
が
近
年
に
な
さ
れ
ま

し
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
は
西
洋
の
「
オ

リ
エ
ン
ト
に
対
す
る
支
配
の
様
式
」
で
あ
り
、
東
洋
と
い
う
異
質
な
「
他
者
」
の
「
後
進

性
・
受
動
性
・
官
能
性
・
非
歴
史
性
」
な
ど
の
特
性
を
強
調
し
て
小
説
や
絵
画
に
表
現
す

る
こ
と
で
し
た
。 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
考
え
で
は
、
中
近
東
や
北
ア
フ
リ
カ
や
イ
ン
ド
や
中
国
そ
し
て
日
本

ま
で
の
ア
ジ
ア
は
、「
古
代
」
の
ま
ま
に
停
滞
し
て
お
り
、
西
洋
人
が
獲
得
し
た
人
間
の
尊

厳
と
自
由
の
精
神
を
い
ま
だ
も
た
ず
、「
東
洋
的
専
制
」
が
続
く
非
文
明
的
な
社
会
で
わ
が

ま
ま
な
為
政
者
の
奴
隷
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
現
実
に
も
芸
術
の
な
か
で
も
徹
底
し
て

そ
う
し
た
東
洋
が
イ
メ
ー
ジ
生
産
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
指
摘
で
す
。
サ
イ
ー
ド
に
は
東

洋
対
西
洋
の
二
項
対
立
が
固
く
、
彼
亡
き
い
ま
、
そ
れ
を
批
判
す
る
言
説
も
出
て
き
て
は

い
ま
す
が
、
サ
イ
ー
ド
の
膨
大
な
テ
キ
ス
ト
を
渉
猟
し
て
の
「
証
明
」
を
受
け
渡
さ
れ
た

私
た
ち
が
、
そ
う
し
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
表
象
が
根
強
く
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
わ
け
で
す
。 

 

た
と
え
ば
、
一
九
世
紀
の
幕
開
け
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
エ
ジ
プ
ト
か
ら
そ
の
古
代
遺
産
を

パ
リ
に
も
た
ら
し
、
エ
ジ
プ
ト
学
が
開
か
れ
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
「
古
代
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

史
の
解
明
に
さ
ま
ざ
ま
な
寄
与
を
し
た
は
ず
で
し
た
。
が
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
る

征
服
と
啓
蒙
と
近
代
化
と
い
う
、
現
在
の
私
た
ち
の
世
界
で
も
起
こ
っ
て
い
る
「
文
明
の
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発
展
史
観
」
を
西
洋
が
東
洋
に
押
し
つ
け
る
か
た
ち
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
時
代
の
ド
イ

ツ
の
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
も
そ
う
し
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
と
し
て
「
歴
史
哲
学
」
を
語
り
、

古
代
ギ
リ
シ
ア
が
オ
リ
エ
ン
ト
の
ペ
ル
シ
ア
に
勝
利
し
た
こ
と
や
、
十
字
軍
が
イ
ス
ラ
ー

ム
か
ら
聖
地
奪
還
を
め
ざ
し
た
こ
と
は
、
人
間
主
体
の
永
遠
の
自
由
を
西
洋
が
獲
得
し
た

歴
史
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
し
た
。 

 

ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
い
回
し
、
す
な
わ
ち
、
エ
ル
サ
レ
ム
（
オ
リ
エ
ン
ト
）
に
キ
リ
ス
ト
の

墓
は
あ
る
が
、
西
洋
は
そ
の
物
質
に
は
「
永
遠
に
別
れ
を
告
げ
」
て
、
主
体
の
無
限
の
自

由
精
神
と
い
う
西
洋
の
ま
っ
た
き
原
理
を
獲
得
し
た
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
の
よ
う
な
フ
レ

ー
ズ
に
、
当
事
の
キ
リ
ス
ト
教
知
識
人
は
感
動
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
オ
リ
エ
ン
ト

に
は
こ
の
自
由
精
神
は
な
い
と
い
う
の
が
、
西
洋
の
歴
史
認
識
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
こ
う
し
た
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
オ
リ
エ
ン
ト
と
オ
ク
シ
デ
ン
ト
を
透
明
に

「
区
別
」
し
た
と
し
て
も
、
オ
リ
エ
ン
ト
へ
の
「
支
配
の
欲
望
」
は
「
憧
れ
」
と
な
い
ま

ぜ
に
な
っ
た
も
の
で
、
芸
術
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
優
越
的
な
趣
味
を
満
た
す
た
め
に
消

費
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
表
現
の
な
か
に
と
き
お
り
普
遍
的
な
真
理
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
ま
し

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
オ
リ
エ
ン
ト
へ
の
情
念
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
て
代
弁
し
た
絵
画
も
、

数
多
く
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
新
古
典
主
義
の
画
家
ア
ン
グ
ル
の
「
グ
ラ
ン

ド
・
オ
ダ
リ
ス
ク
」（
図
①
）
も
、
ロ
マ
ン
主
義
の
画
家
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
「
キ
オ
ス
島
の
虐

殺
」
も
、
象
徴
主
義
の
モ
ロ
ー
の
「
踊
る
サ
ロ
メ
」（
図
②
）
も
、
表
現
の
ス
タ
イ
ル
は
違

っ
て
も
、
同
じ
オ
リ
エ
ン
ト
を
幻
想
さ
せ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
絵
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

外
部
に
、
異
常
に
情
念
的
で
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
で
野
蛮
で
古
代
的
に
停
滞
し
て
い
な
が
ら
も
、

こ
こ
に
は
な
い
神
秘
を
見
た
い
と
い
う
鑑
賞
者
の
欲
望
を
か
な
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
文
字
通
り
「
絵
画
の
な
か
の
オ
リ
エ
ン
ト
」
を
幻
想
さ
せ
る
最
大
の
小
道
具
が
、

「
ア
ラ
ベ
ス
ク
文
様
」
で
し
た
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
一
八
六
〇

年
代
に
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
「
近
代
化
」
に
介
入
し
た
頃
、
現
地
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

ー
プ
ル
で
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
ジ
ャ
ン
＝
レ
オ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
が
描
い
た
「
蛇
使
い
」
と

い
う
作
品
が
あ
り
ま
す
（
図
③
）。
こ
の
い
か
に
も
幻
想
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
を
演
出
し
て

い
る
絵
は
、
背
景
の
ブ
ル
ー
に
染
ま
っ
た
「
ア
ラ
ベ
ス
ク
文
様
」
に
よ
っ
て
最
大
の
効
果

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
藍
釉
の
タ
イ
ル
の
精
緻
な
ア
ラ
ベ
ス
ク
文
様
が
、
蛇
使
い
や
タ
ー

バ
ン
や
褐
色
の
肌
や
絨
毯
と
い
う
オ
リ
エ
ン
ト
・
イ
メ
ー
ジ
を
、
壮
大
に
統
一
し
て
い
る

の
で
す
。 

 

文
明
化
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
な
い
恐
ろ
し
い
余
興
、
し
か
し
そ
れ
を
操
る
少
年
は
、

白
人
の
白
い
肌
を
し
て
新
古
典
主
義
特
有
の
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
の
よ
う
な
透
明
さ
を
も
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
周
り
の
人
々
は
闇
の
よ
う
に
肌
の
黒
い
、
遠
ざ
け
る
べ
き
「
人
種
」
も
い

る
か
わ
り
に
、
姿
の
よ
い
老
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
東
方
の
異
境
に
い
る
と
夢
想
し
た
「
古

代
の
賢
者
」
然
と
描
か
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
こ
の
ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
作
品
は
、
そ
の
他
の

「
オ
リ
エ
ン
ト
絵
画
」
同
様
、
西
洋
の
美
的
理
想
を
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
モ
チ
ー
フ
で
描
き
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き
る
と
い
う
、
ま
さ
に
イ
メ
ー
ジ
の
東
方
、
表
象
の
オ
リ
エ
ン
ト
の
産
出
な
の
で
す
。 

 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
自
分
た
ち
の
手
持
ち
の
イ
メ
ー
ジ
で
オ
リ
エ
ン
ト
を
夢
想
し
、
味
わ

い
愉
し
ん
だ
。「
人
は
知
っ
て
い
る
こ
と
し
か
描
け
な
い
」
と
言
っ
た
の
は
、
視
覚
心
理
学

者
で
美
術
史
家
の
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
で
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
メ
ー
ジ

の
範
疇
で
オ
リ
エ
ン
ト
を
描
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
ら
の
知
ら
な
い
オ
リ
エ
ン

ト
は
、
彼
ら
の
イ
メ
ー
ジ
に
お
い
て
永
遠
に
到
来
し
な
い
の
で
す
。
と
も
あ
れ
、
サ
イ
ー

ド
の
名
著
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
の
原
著
の
表
紙
を
飾
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
作
品

「
蛇
使
い
」
は
、
圧
倒
的
な
「
ア
ラ
ベ
ス
ク
」
の
演
出
に
よ
っ
て
万
人
の
オ
リ
エ
ン
ト
幻

想
を
満
足
さ
せ
る
の
で
す
。
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図
① 

ア
ン
グ
ル
「
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ダ
リ
ス
ク
」 

(

一
八
一
四
年 

パ
リ 

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
蔵) 

 

 

図
② 

モ
ロ
ー
「
踊
る
サ
ロ
メ
」（
部
分
） 

（
一
八
七
六
年
頃 

パ
リ 

モ
ロ
ー
美
術
館
蔵
） 

 

 

図
③ 

ジ
ェ
ロ
ー
ム
「
蛇
使
い
」（
部
分
） 

（
一
八
八
〇
年
頃 

ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
Ｆ
・
ク
ラ
ー
ク
・
ア
ー
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
蔵
） 



 

令和 4年度 

金沢美術工芸大学 美術工芸学部 美術科 芸術学専攻 

学校推薦型選抜 入学試験問題 小論文Ｂ 

 

 

 

 

配布された作品の図版を見て、以下の文章や作品の時代背景にも留意しながら、 

800字程度で論じなさい。〔解答は別紙〕 

 

 

作 品 名：  マンホール B 

作  者：  曺 良奎 Jo Yang-Kyu 

制作年代：  1958年 

技    法：  油彩  カンヴァス 

大 き さ：  縦 130.0cm、横 97.3cm 

所    蔵：  宮城県美術館 

 

 

「私が画の勉強を本格的に始め出したのは、正確には一九四五年八月十五日以降、日本

帝国主義の崩壊によって、ともかく朝鮮が一時的にせよ解放の喜びに湧き立っていた

時であり、ちょうど歴史の重大な転換期と妙に重なる形としてであった。 

（略） 

大部分の日本の戦争世代がそうであったように、私もまた、ただつかみどころのない

状況に埋没して行くなかで、青年期の不安から逃れようとする受動的な心理状態にあ

り、日本の敗戦を軸に、開放感と同時に虚脱感にうちひしがれていた。」 

 

曺良奎が絵画制作とほぼ同時期に執筆した論考「日本の友よ さようなら——北朝鮮へ

の帰国を前に自作を語る」からの抜粋です。（『美術手帖』1960年 10月号、116頁） 

本問題は，令和 4年 2月 15日に著作権法

第 67 条の 2第１項の規定に基づく申請を

行い，同項の適用を受けて作成されたもの

です。 



令和４年度

金沢美術工芸大学　美術工芸学部

デザイン科　視覚デザイン専攻

学校推薦型入試　第二次選考問題（実技試験）

受験番号

【問題】

任意のオノマトペを画面に自由に配置し、 

音からイメージを広げて魅力的な画面を構成しなさい。

【条件】

　・オノマトペは仮名（ひらがな・カタカナ）で表記すること。

　

　・オノマトペは擬音語・擬態語・擬声語を意味します。

　・別紙に制作意図を記入してください。

　・与えられた用紙（B4 ボード）の全面を使用してください。

　　

　・縦横は自由とします。

　

　・与えられた画材で着色してください。

　　

　・与えられた下書き用紙にアイデアを何パターンか展開し、

　　用意された B1 ボードに貼って提出してください。

　【注意】

　・色見本帳の使用は禁止します。

　・持参した絵具の使用は禁止します。

　・試験問題に関する質問は認めません。

　・問題用紙、下書き用紙は試験終了後、すべて回収します。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　　　　　



令和4年度学校推薦型選抜第２次選考　実技試験

金沢美術工芸大学美術工芸学部　デザイン科　製品デザイン専攻

■問題

　カップ麺にお湯を注ぐ電気ケトルをデザインしてください。

■デザインの条件

1、デザインするのは、ケトルと電源プレートとします。

2、主に以下の 3つの機能を考慮してください。

　　・給水のしやすさ（フタの開閉）

　　・電源のオン /オフの操作と状態表示

　　・お湯の注ぎやすさ（注ぎ口の形状）

４、容量は 500ml とします。

５、造形・素材・色彩は自由に考えてください。

６、与えられた粘土で丁寧に取っ手のモデルを作り、持ちやすさや注ぎやすさを検討してください。

■提出物

１、最終提案の着彩スケッチ：B3用紙 1枚

　　・提案するデザイン１点を、わかりやすく精密に描いてください。

　　・デザインポイントを用紙の余白にイラストや文章で簡潔に表現してください。

２、草案用紙：A３用紙２枚

　　・異なるアイデア、形、機能など考えたことを表現してください。

３、粘土で検討した取っ手の実物大モデル

＊１と２を別紙のレイアウト図を参照し、スチレンボードに貼り付けてください。

■注意

１、提示したサンプルは参考とし、とらわれないでください。

２、与えられたサンプル、材料、道具類は試験終了後に回収します。

３、この問題用紙も提出してください。

受験番号



                                                            

 

令和 4 年度 

金沢美術工芸大学 美術工芸学部デザイン科 環境デザイン専攻 

学校推薦型選抜 第２次選考問題 

 

 

[問 題] 

 

配布された素材を用いて、重そうに見える立体一個と軽そう

に見える立体二個を作り、「愉快なシーン」をテーマに立体

構成として台紙（段ボール紙 A３サイズ）上に仕上げなさい。

完成した立体構成を想定したテーマが最も表現されている

位置より鉛筆デッサンしなさい。 

 

 

[条件] 

・ 立体物は台紙（段ボール紙 A3 サイズ）に接着して固定しなさい。 

・ 立体物の面の配色は、配布された素材で自由に設定してよい。 

・ 立体物の大きさは台紙の幅、奥行の範囲とし、高さ 30cm を超えてはならない。 

・ 鉛筆デッサンはすべてフリーハンドで、描きなさい。 

 

[注意] 

・ 問題に関する質問には答えられない。 

・ デッサンは受験番号を書く欄を裏側とし、表側に描きなさい。 

・ 立体物を配置する台紙は受験番号を書く欄を裏側とし、表側に立体物を固定しなさい。 

・ この用紙を試験会場から持ち出すことを禁止し、試験終了後に回収する。 

受験番号： 



令和 4 年度 

⾦沢美術⼯芸⼤学 ⼯芸科 推薦⼊試 

実技試験 （⽴体表現） 

令和 3 年 11 ⽉ 27 ⽇（⼟曜⽇） 

午前 8 時 30 分〜12 時 30 分 

条件１. モチーフ及び直⽅体の⼤きさ、個数は⾃由とする。 

 ２. 解答作品は塑像板から⾼さ３０cm 以内とする。 

  ３. 解答作品は塑像板からはみ出さないこと。 

  ４. 粘⼟は必要な量だけ袋から取り出して使⽤すること。 

 

注意１.⽤具は募集要項に指定された持参⽤具と机上のもの以外使⽤してはならない。 

  ２.配布されたヘラは加⼯してはいけない。 

  ３.粘⼟の中に異物を⼊れてはいけない。  

  ４.モチーフ並びに配布⽤具は持ち帰らない事。 

モチーフ チンゲンサイ １個 

配布⽤具 ⽔粘⼟１kg×１０個、塑像板、粘⼟ヘラ⼀式、霧吹き、粘⼟板、 

雑⼱２枚、エスキース⽤紙５枚、３０cm 直定規１本 

問題 

与えられた「チンゲンサイ」をモチーフとし、⾃由に想定した

直⽅体を組み合わせ、粘⼟を⽤いて⽴体表現しなさい。 


